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5．五6
は
誇
賂
す
す
ず

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史にIi
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての§
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしま了
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしまZ
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしまZ
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

「

〃我孫子市役所秘客室広報広聴課
〒270－11義孫子市我孫子1BSB念0471(85)1111
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我孫子駅南口周辺地域の
旗冒自輯車追放にご協力を

－

総
務
庁
で
は
、
皆
さ
ん
に
行

政
相
談
に
つ
い
て
理
解
し
、
広

く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

５
月
四
日
（
日
）
か
ら
お
日
（
土
）

ま
で
「
春
季
行
政
相
談
強
調
週

間
」
を
実
施
し
ま
す
。

行
政
相
談
は
、
役
所
な
ど
の

轍
貝
の
態
度
や
言
葉
遣
い
を
改

め
て
ほ
し
い
、
窓
口
の
混
雑
を

解
消
し
事
務
処
理
を
迅
速
に
し

て
ほ
し
い
な
ど
、
皆
さ
ん
の
行

政
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
に
つ

い
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
促

５
月
旧
日
（
日
）
か
ら
妬
日
（
土
）
ま
で

春
季
行
政
相
談
強
調
週
間
を
実
施

一 一

進
を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

市
で
は
、
次
の
と
お
り
行
政
相

談
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
５
月
お
日
（
木
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所
市
役
所
西
別
館
３
階
市

民
相
談
室

霜
籍
存
籍
寶
）
率

井
上
道
英
（
柴
崎
）
壷
（
錘
）
４
７

３
５
＊
斉
藤
栄
子
（
泉
）
寅
誕
）

８
７
４
５

I彰
我
孫
子
駅
南
口
周
辺
で
は
、
放
置
自
転
車
が
多
く
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
放
置
自
転
車
対
策
と
し
て
、
駅

周
辺
に
自
転
車
駐
車
場
を
設
置
し
、
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す

い
よ
う
に
整
備
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
我
孫

子
駅
南
口
周
辺
の
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん
、
放
置
自
転
車
追

放
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ⅱ
市
民
生
活
課
Ⅱ

６
月
１
日
（
土
）
か
ら

・
第
２
・
第
３
自
転
車
駐
車
場
の

B

1

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課

市
民
相
談
係
賓
記
）
１
１
１
１

行
政
監
察
事
務
所
の
ご
利
用
を

千
葉
行
政
監
察
事
務
所
で
は

土
・
日
雌
日
、
祝
日
を
除
く
毎

日
、
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
電
話
ま
た
は
直
接
、
ご
相

談
く
だ
き
い
・

▼
相
談
時
間
午
前
８
時
鋤
分

か
ら
午
後
５
時

▼
問
い
合
わ
せ
千
葉
行
政
監

察
事
務
所
（
千
葉
市
）
垂
０
４

３
〈
２
４
４
）
１
１
０
０

毒｜
｜
I

’

管理棟を設置した我孫子駅南口第2自転車駐車場

利
用
申
請
を
受
け
付
け

我
孫
子
駅
南
口
周
辺
地
域
で
は
、

放
鍾
自
転
車
が
数
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
放
證
自
転
車
は
、
駅
周

辺
の
快
適
な
都
市
環
境
を
破
壊
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
交
通
安
全
の

面
か
ら
も
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

市
で
は
、
放
置
自
転
車
対
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
自
転
車
駐
車
場

「
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
・
我
孫
子
南
」

（
屋
内
）
を
整
備
し
、
７
月
１
日

〈
月
）
か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、
受
益
者
負
担
の
原
則
か

ら
、
現
在
あ
る
無
料
の
自
転
車
駐

車
場
（
屋
外
）
に
つ
い
て
、
管
理

棟
を
設
置
す
る
な
ど
管
理
面
の
改

善
を
行
い
、
有
料
駐
車
場
と
し
ま

す
。

今
後
も
市
で
は
、
放
誼
自
転
車

を
減
ら
す
街
頭
指
導
や
撤
去
を
強

力
に
行
う
と
と
も
に
、
随
時
、
自

転
車
駐
車
場
の
整
備
を
行
い
、
効

率
的
な
管
理
運
営
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

通
勤
や
通
学
な
ど
で
定
期
的
に

駅
ま
で
自
転
車
を
利
用
す
る
方
や
、

買
い
物
な
ど
で
一
時
的
に
自
転
車

を
駐
車
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
放
澄

自
転
車
を
無
く
す
た
め
、
自
転
車

駐
車
場
を
職
極
的
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

我
孫
子
駅
北
口
自
転
車
駐
車
場

サ
イ
ク
ル
バ
ー
ク
天
王
台
南
の

地
下
部
分
を
ご
利
用
の
女
性
の
方
へ

我
孫
子
駅
北
口
自
転
車
駐
車
付
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
、
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
天
王
台
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
駅
北

南
の
地
下
部
分
を
利
用
さ
れ
て
ロ
自
転
車
駐
車
場
壷
（
錦
）
４
１

い
る
女
性
の
方
で
、
地
上
階
の
９
１
、
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
天
王

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
台
南
冥
蓮
８
３
３
６

1

1

我
孫
子
駅
南
口
地
区
の
第
２
・
雌

第
３
自
転
車
駐
車
場
（
屋
外
）
に
《

つ
い
て
は
、
７
月
１
日
（
月
）
か
ら
ｐ

有
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
現
在
利
蚕

用
中
の
方
も
新
た
に
利
用
を
希
望
》

さ
れ
る
方
も
申
請
を
し
て
く
だ
さ
姉

い
。
利
用
申
請
は
、
６
月
１
日
器

（
土
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
》

な
お
、
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
・
我
捗

孫
子
南
の
利
用
受
け
付
け
に
つ
い
《

て
は
、
広
報
あ
び
こ
６
月
１
日
号
鍵

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
函

▼
利
用
募
集
す
る
駐
車
場
表
１
陸

の
③
、
④
の
施
設
雷

▼
利
用
で
き
る
人
住
居
や
勤
務
Ｉ

先
が
我
孫
子
駅
か
ら
５
０
０
脚
を
琴

超
え
る
通
勤
・
通
学
者
な
ど

▼
利
用
期
間
平
成
８
年
７
月
１
・

日
（
月
）
か
ら
平
成
９
年
３
月
幻
日
・

（
月
）
ま
で
（
年
度
ご
と
の
切
り
替

、
え
）▼

使
用
料
表
２
参
照
所

▼
申
請
書
配
布
場
所
・
申
請
方
法
白

申
請
替
（
③
、
④
の
施
設
の
管
理

棟
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
管
理
棟

の
ポ
ス
ト
へ
投
函
（
申
請
は
１
人

１
台
に
限
る
）

場車

自
転
車
駐
車
場
雲

ン
天
王
台
南
の
率

雨
の
女
性
の
方
へ
鯉口

付
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
南

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
駅
北
調

ロ
自
転
車
駐
車
場
壷
（
錦
）
４
１
癖

９
１
、
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
天
王

台
南
壷
（
顕
）
８
３
３
６

表▼

利
用
申
請
は
６
月

1

日
か
ら
受
け
付
け↑ ノ

防
犯
登
録
は
、
警
察
に
自
転
車

所
有
者
の
住
所
や
氏
名
を
登
録
し
、

自
転
車
に
一
連
の
番
号
の
付
い
た

▼
受
付
期
間
６
月
１
日
（
土
）
か

ら
６
月
晦
日
（
土
）
ま
で

▼
利
用
決
定
申
請
は
一
括
で
審

査
し
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
距

離
な
ど
の
条
件
を
考
恵
し
、
抽
選

で
決
定
。
利
用
者
に
は
、
６
月
”

日
ご
ろ
ま
で
に
定
期
駐
車
証
と
納

入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

※
申
請
に
不
正
が
あ
っ
た
場
合
は
、

無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
シ
ー
ル
（
定
期
駐
車
券
）
の
交

付
利
用
者
は
、
郵
送
さ
れ
て
き

た
納
入
通
知
書
に
よ
り
、
各
金
融

機
関
で
使
用
料
を
納
付
し
、
６
月

型
日
（
金
）
か
ら
知
日
（
日
）
午
前
６

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
に
定
期
駐

車
証
と
領
収
書
を
管
理
棟
へ
持
参

し
、
台
紙
と
シ
ー
ル
（
定
期
駐
車

券
）
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

自
転

方
は|収容台数

管理人

勤 務 時 間
名称

原動機付

き自転車
自転車

6:00～10:00

16:00～21:00
① サイクルパーク・我孫子南 1．09(）

②
一
③
一
④
｜
⑤

我孫子駅南口第1自転車駐車jル

｜
岬
一
知
一
皿

０７３ 100

506:00～10:0（

20

－朝・夕3時1m

我孫子駅南口第2自転車駐車場

我孫子駅南口第3自転iii駐車場

白山駐拾場

6:00～10:00

▼我孫子駅南口周辺自転車駐車場ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
、
す
べ
て

の
自
転
車
を
管
理
す
る
制
度
で
す
。

自
転
車
が
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

で
も
、
自
転
車
が
発
見
さ
れ
れ
ば

す
ぐ
に
所
有
者
が
判
明
し
、
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
は
、
市
内
の
自
転
車
商
協

－

残我孫子駅南口第1自転車駐車場は、4月に利用者募集が終了し、現在
は若干の空きがある状況です。利用希望者は、匝接同駐車場智理棟に
問い合わせてください。

叢白山駐給場の利用には、使用申萌は必要あI)ません。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

▼表2自転車駐車場使用料

’’
一
■

定期使用の使用料（1台分）

自転車
分区

原動機付

き自転車
｜
母子・

父子家庭
一般 、

同
組
合
加
盟
店
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
自
転
車
を
お
持
ち
の

方
は
、
ぜ
ひ
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
犯
登
録
料
１
台
５
１
５
円

囮
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
交

通
防
犯
係
壷
（
顕
）
１
１
１
１
内
線

３
３
０

１
１
１
１

800円’600円
（lか月）

3,600円’3.600円
（1年）

サイクルパーク・我孫子南

（屋内）

7,200円我孫子駅南口第2・第3自転車

駐車場（屋外）

※今回納めていただく第2・第3自転車駐車場の使用料は、平成

8年7月1日から平成9年3月31日までの9か月分（自転車27
00円、原動機付き自転車5400円）になります。

灌一時使用（サイクルパーク・我孫子南）の使用料は、1回100

円です。I
｜
’

－

下総基地の米軍機使用絶対反対
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一
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第925号

４
月
に
入
学
（
園
）
し
た
子
ど

も
た
ち
も
新
し
い
環
境
に
な
れ
、

気
が
緩
み
が
ち
に
な
る
時
期
で
す
。

今
後
も
こ
の
種
の
事
件
の
再
発

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
小
さ
い

お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
は
、
こ

の
機
会
に
も
う
一
度
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
犯
罪
の
未
然
防
止
に
つ

い
て
、
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
子
ど
も
が
守
る
こ
と

＊
通
園
・
通
学
の
時
は
、
集
団
で

決
め
ら
れ
た
道
を
通
り
、
一
人
で

な
く
グ
ル
ー
プ
で
行
動
す
る
。

＊
知
ら
な
い
人
か
ら
道
を
聞
か
れ

た
時
は
、
そ
の
場
で
教
え
る
か
大

人
の
人
に
聞
い
て
も
ら
い
、
知
ら

最
近
、
幼
児
や
小
学
校
低
学
年

の
児
童
な
ど
を
ね
ら
っ
た
わ
い
せ

つ
目
的
と
思
わ
れ
る
「
声
か
け
」

事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

｜劇個認瞳精別講習鯵加者募集
一一一一一一一一一-－－－－－一一一一-------一一-－

小
さ
い
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
方
は
ご
注
意
を

(火）少日時6月4 し場所市民会館

し受講料無料（材料費は別途）

し申し込み電話またはハガキで

5月26日（日）までに各講師へ

日

け
を
求
め
る
か
、
近
所
の
家
に
逃

げ
込
み
人
に
知
ら
せ
る
。

◎
親
が
注
意
す
る
こ
と

な
い
人
か
ら
誘
わ
れ
て
も
絶
対
に

つ
い
て
い
か
な
い
。

＊
見
知
ら
ぬ
人
に
つ
れ
て
行
か
れ

そ
う
に
な
っ
た
時
は
、
大
声
で
助

▼手工芸特別講習会一覧

＊
幼
児
だ
け
で
は
、
遊
ば
せ
な
い

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

生
活
安
全
課
壷
（
理
０
１
１
０

＊
「
子
ど
も
が
守
る
こ
と
」
を
普
段

か
ら
よ
く
言
い
聞
か
せ
る
。

＊
子
ど
も
の
行
き
先
や
遊
び
に
行

く
場
所
を
必
ず
確
認
し
て
お
く
。

‐
’

し
英
会
話
サ
ｉ
ク
ル
一
覧

｜
’

’
l
グ
几

農
地
の
賃
貸
借
に
つ
い
て
は
、

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
小
作

料
の
標
準
額
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
額
は
、
経
済
事
情
の
変
動

等
に
伴
い
、
３
年
に
一
度
見
直
し

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
が
そ
の

見
直
し
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

市
農
業
委
員
会
で
は
改
定
に
あ

小
作
料
の
標
準
額
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

｛

1

|」
た
り
、
農
家
代
表
と
学
識
経
験
者

で
描
成
さ
れ
る
「
標
準
小
作
料
協

議
会
」
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
平

成
８
年
度
以
降
の
標
準
小
作
料
を

下
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
農
業
委
員
会
事

務
局
壷
（
理
１
１
１
１

▼委託医療機関一覧（○は実施している検診）
j

住所‘
’

’’’
’’ (10a当た り）

’
’
｜
’ _L

う
ぐ
、
市
で
は
、
毎
年
成
人

病
予
防
の
た
め
の
健
康

を
鑿
蓉
禁
ん
慧

診
を
瀧
藤
鮮
柵

受
難
慰
騨
灘
郷

の
き
る
絶
好
窪
会
享
。

診
ま
臨
濯
診
に
努
め

簾
睦

各
象
珊
舩
鰡
調

は
毒
週
水
瞥
、
保
健

度
セ
岬
辮
擦
繩
識

一
議
唾
毒
↑
》
率
峠
振
受

に
◎
子
宮
が
ん
検
診

年
対
灘
浬
搬
繋

ぐ
司
嚇
稲
嘩
辮
溺

年に一度は各 種 検 診 の 受 診 を

す
の
で
、
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
の
で
お
早
め
に
）

※
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の

検
診
受
け
付
け
は
、
午
後
１
時
か

ら
２
時
ま
で
。
な
お
、
委
託
医
療

機
関
（
左
表
参
照
）
で
は
、
皿
月

ま
で
直
接
受
診
で
き
ま
す
。

〈
委
託
医
療
機
関
で
受
診
を
〉

◎
乳
が
ん
検
診

訓
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
に
、

廻
月
ま
で
直
接
委
託
医
療
機
関
で

行
い
ま
す
。

《
受
診
券
の
持
参
を
〉

対
象
と
な
る
方
に
は
４
月
に
受

診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診

す
る
と
き
に
は
、
受
診
券
に
必
ず

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
切

り
離
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
券
が
な
く
て
も
受
診
で
き
ま

す
の
で
、
直
接
受
け
付
け
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

▼
費
用
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

金
（
師
）
１
１
３
１

｜

’

飯
泉
収
入
役
退
任

４
月
鋤
日
付
け
で
飯
泉
四
志
に
我
孫
子
町
役
場
に
奉
職
。
合

夫
収
入
役
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
併
後
は
監
査
委
員
事
務
局
長

飯
泉
氏
は
、
昭
和
詔
年
９
月
建
設
部
長
総
務
部
長
等
市
の

飯泉四志夫氏

要
職
を
歴
任
し
、
平
成
５
年
４

月
か
ら
収
入
役
に
就
任
。
蛇
年

間
、
市
政
発
展
の
た
め
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

日程

６
月
４
日
（
火
）

６
月
５
日
（
水
）

午
前
の
部

午
後
の
部

午
前
の
部

午
後
の
部

部門・作品

ローケツ染

uｽﾃﾝｼﾙのポーﾁ”

パンフラヮー

"ミニ･おやちやい”

皮革工芸
"小銭入れ両

アートフラワー

"パンジーの花束”

編 物
"ミニ･ストール筒

和 紙 人 形
い童人形両

ステンドグラス
"ウインドー飾り”

木目込人形
"仔猫のﾊｯピｲ君”

藤 工 芸
"あけぴの盛り瓶”

リボン･アート

“ケーキボックス”

持参する

新川紙（4～5枚)、小皿l、
ボールペン

おてふき、にぎりばさみ、ボ

ンド

薄手のビニール手袋、白メリ

ヤス3枚（20cm×20cm）

ピンセット、ものさし、おし
ぼり、目打ち、はきみ(布用．

針金用）

錐肥刑具､かぎ針（8号)、枠

針．（7号)、小ばさみ

ピンセット、ものさし、紙ば

さみ、おしぼり

エプロン、雅手、はさみ、小

錐

小皿、はさみ、目打ち、ボン

ド、おしぼり

花ぱさみ、エプロン、ビニー

ル袋、目打ち、ものさし又は

メジヘ･一、筆記jI1具

ン卜、広告紙、水入れ

ポンド（木工ﾊﾘ･手装朋)、竹

i11、はさみ、ものさし、おし

ほり、歯ブラシ

材料費

1,200円

1,000円

2,200円

1,500円

1,500円

1,000円

1,500円

3,000円

1,200円

1,500円

1,500円

定員

25名

20名

10名

15名

15名

10名

10名

10名

20名

15名

20名

講師名

樋口治子

阿部乃里子

近藤恵美

中村多喜子

鈴木辿子

緑川和子

正木美夜子

山岸祥子

椎名洋子

荻野紀子

大野日出子

住所・電請

天王台3-29-15

壷(84)1726

緑1-11-9

壷(82)8556

岡発戸1222

壷(82)1778

湖北台6-7-23

壷(88)2605

並木8-2-8

冠(84)1605

東我孫子2-23-6

冠(84)8011

つくし野1-15-8

壷(84)4376

若松111-6

壷(82)2830

中里215

壷(88)1565

新木野3-2-10

壷(88)0968
(早句I・夜川のみ）

布佐平和台2-14-5

壷(89)1072

日
常
英
会
話
中
級

（
つ
く
し
野
会
）

毎
月
第
２
．
４
木

珊
日
午
前
、
時
か

ら
正
午
、
つ
く
し

野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル

月
額

３
０
０
０
円

商
畑

云
（
師
）
１
９
１
４

金
剛
・
午
後
ク
ラ
ス

毎
週
金
踊
日
午
後

１
時
か
ら
３
時
、

市
民
会
館

月
額

２
５
０
０
円

飯
塚

念
（
“
）
７
８
７
４

金
噸
・
午
前
ク
ラ
ス

毎
週
金
曜
日
午
前

叩
時
か
ら
正
午
、

市
民
会
館

月
額

２
５
０
０
円

小
笠
原

壷
（
鮪
）
０
４
８
２

火
曜
日
ク
ラ
ス

毎
週
火
曜
日
午
後

２
時
か
ら
４
時
、

市
民
会
館

月
額

３
０
０
０
円

福
岡

盆
（
粥
）
４
５
５
５

基
礎
ク
ラ
ス

毎
週
月
珊
日
午
前

皿
時
か
ら
正
午
、

市
民
プ
ラ
ザ

月
額

２
０
０
０
円

背
Ⅱ

７
Ｊ

壷
（
師
）
５
４
５
２

サ
ー
ク
ル
名

日
時
・
場
所

会
費

連
絡
先

可

(~平筬~再度~）

建築物等実態

調査にご協力を

市
で
は
建
設
省
や
県
に
協
力
し
使
用
し
て
い
る
建
築
物
つ
い
て

て
６
月
、
日
（
月
）
か
ら
即
日
（
且
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

ま
で
、
「
建
築
物
等
実
態
調
査
」
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

を
行
い
ま
す
。
し
ま
す
。

こ
の
調
蚕
は
、
最
近
に
お
け
る
▼
調
査
日
程
６
月
、
日
（
月
）

建
築
物
及
び
住
宅
の
建
築
状
況
等
か
ら
釦
日
（
旦
ま
で

を
調
査
し
、
国
や
県
の
住
宅
行
政
▼
調
査
時
間
午
前
８
時
鋤
分

等
の
基
礎
査
料
を
得
る
こ
と
を
目
か
ら
午
後
５
時
（
予
定
）

的
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課

対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、
市
建
築
指
導
係
云
弱
）
１
１
１
１

の
建
築
指
導
課
職
員
が
訪
問
し
、
内
線
５
２
８

’

医療機関名 I
我孫子つくし野病院

－医 瀬 医 院

竹田内科医院

石田医院

遠藤クリニック

守尾医院

藤本内科医院

アビコ外科整形外科病院

我孫 子東邦病院

天龍堂ク リ ニ ッ ク

竹内医院

貫井医院

隈本医院

近 藤胃腸科外科

小倉外科・内科

星野医院

佐藤内科医院

我 孫子聖仁会病院

湖北 台診療所

岡野 内科医院

増田医院

宇治医院

長 田内科・胃腸科

成広医院

金山医院

平和台病院

つくし野131-1

つくし野6-1-7

つくし野6-5-1

本町1-4-21

本町2-2-1

白山1-18-5

白山2－11－7

我孫子264

我孫子1851-1

緑1-6-11

若松141

並木8-17-4

東我孫子1-12-3

高野山285-3

柴崎台3-19-22

湖北台1-5-7

湖北台3-12-5

湖北台4-6-1

湖北台7-41-101

湖北台8-18-24

碗面冒ラニIr
湖北台9-9-10

布佐1-13-6

布佐845-1

布佐2118-2

布佐2195

電話

(84)2211

(85)2321

(85)0225

(82)7151

(84)0232

(84)6813

(82)1885

(84)7321

(82)8166

(82)1222

(82)5836

(84)5555

(82)1381

(84)0211

（82)0165

(88)2248

(88)0934

(88)3111

(88)8768

(88)7770

(88)2840

(88)0835

(89)3101

(87)4610

(89)4166

(89)1111

成人病
健診

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

子宮がん

検診

○

○

○

○

乳がん

検診

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

農地の区分

田

畑

小作料の標準額(年額）

21，000円

20，000円
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を
中
心
に
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、

サ
ヅ
マ
イ
モ
な
ど
を
作
っ
て
い
る
。

近
代
的
・
合
理
的
な
都
市
農
業

を
確
立
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
我

孫
子
市
腱
業
青
壮
年
会
議
の
第
廻

代
会
長
に
就
任
し
た
の
が
、
高
田

和
夫
さ
ん
。

「
重
要
な
役
を
任
命
さ
れ
、
不

安
と
期
待
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、

会
員
相
互
の
理
解
を
深
め
、
時
代

に
合
っ
た
鮭
業
経
営
を
進
め
て
い

き
た
ど
と
意
欲
を
見
せ
る
。

昭
和
弱
年
に
発
足
し
た
農
業
青

壮
年
会
議
は
、
現
在
会
員
１
５
３

名
を
か
ぞ
え
、
会
発
足
当
時
か
ら

農
業
青
壮
年
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
農
業
振
興
や
農
業
技
術
な

ど
の
各
部
会
に
も
種
極
的
に
参
加
。

家
は
代
々
続
く
農
家
で
、
稲
作

「1割］アーー書＊
、く4月1日(月)から

石適製園⑳輸入鰯自国繼艫

ま
い
し
ん

剛
あ
び
こ
型
都
市
農
業
を
謹
進

石
油
糖
製
会
社
完
売
り
）
だ

け
に
輸
入
を
認
め
て
い
た
特
定
石

油
製
品
輸
入
暫
定
措
澁
法
（
特
石

法
）
は
、
３
月
錘
日
で
廃
止
さ
れ
、

新
た
に
４
月
１
日
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
、
軽
油
な
ど
の
石
油
製
品
の

輸
入
が
自
由
化
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
石
油
製
品
の
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
安
定
供
給
と
品
質
維
持

安
定
供
給
で
は
、
従
来
原
油
な

ど
を
大
量
か
つ
継
続
的
に
輸
入
す

る
業
者
に
義
務
付
け
て
い
た
「
石

油
備
蓄
法
」
を
改
正
し
て
、
少
量

の
製
品
輸
入
を
行
う
す
べ
て
の
輸

入
業
者
に
も
備
蓄
を
義
務
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
供
給
を
安
定
さ
せ

ま
す
。品

質
の
維
持
で
は
、
こ
れ
ま
で

「
揮
発
油
販
売
業
法
」
に
お
い
て
、

揮
発
油
の
一
部
項
目
に
つ
い
て
の

み
品
質
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
品
質
の
製
品
輸

入
に
備
え
て
、
ガ
ソ
リ
ン
に
限
ら

「
鰹
藥
期
を
迎
え
、
忙
が
し
い

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
」
と
淡

々
と
語
る
。

田
植
え
は
、
手
黄
沼
の
水
を
利

用
し
、
一
般
的
に
行
っ
て
い
る
蒋

字
農
法
（
肥
料
を
２
回
ま
入
）
を

逆
手
に
取
っ
た
〃
へ
の
字
農
法
″

を
使
い
、
肥
料
は
１
回
に
減
ら
し

た
独
自
の
鮭
法
を
行
う
。

ず
灯
油
・
軽
油
に
つ
い
て
も
品
質

の
確
保
を
図
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

◎
性
能
の
目
安
は
ｓ
Ｑ
マ
ー
ク
で

標
準
的
な
品
賀
を
満
た
し
て
い

る
製
品
に
は
、
販
売
業
者
が
『
Ｓ

Ｑ
（
Ｓ
腰
毒
が
ｒ
副
鋏
ｄ
④
ｕ

オ
リ
デ
イ

ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
）
マ
ー
ク
』
（
写
真
）

を
表
示
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
消
費
者
が
選
択
す
る
目
安
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
価
格
の
動
向

先
に
述
べ
た
特
石
法
の
廃
止
に

よ
っ
て
、
心
配
さ
れ
て
い
る
の
が

石
油
製
品
の
価
格
で
す
。

日
本
の
ガ
ソ
リ
ン
は
、
ア
メ
リ

カ
や
韓
国
等
に
比
べ
て
か
な
り
高

毎
年
、
県
で
実
施
さ
れ
る
農
業

者
の
機
械
化
講
習
会
に
も
参
加
し
、

耕
う
ん
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

農
業
機
械
技
術
を
習
得
し
、
生
産

性
の
高
い
品
種
の
開
発
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

市
内
で
は
、
各
種
の
腿
産
物
が

栽
培
さ
れ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト

の
ハ
ウ
ス
栽
培
の
ほ
か
、
最
近
は
、

〆〆，
一画■,,_- －－－－－－－－

ヘ
、
」
’_ユ

我孫子市農業青壮年会議
第13代会長に就任した
たかたかずお

高田和夫さん
<管欝零質を示す＞(新木）

い
よ
う
で
す
が
、
今
後
は
元
売
り

以
外
の
業
者
が
輸
入
・
販
売
を
行

い
、
価
格
競
争
に
よ
り
値
下
が
り

し
て
い
く
と
い
う
の
が
関
係
者
の

見
方
で
す
。

す
で
に
、
商
社
や
流
通
業
者
が

新
規
参
入
す
る
と
い
う
報
道
も
あ

り
、
市
内
に
お
い
て
も
ガ
ソ
リ
ン

の
安
値
競
争
が
始
ま
っ
て
い
る
とノ

ハ
ー
ブ
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の
新
し

い
品
種
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。

近
年
、
農
家
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
く
、
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
が
、
今
年
か

ら
青
年
農
業
者
育
成
対
策
事
業

の
一
環
と
し
て
、
嫁
婿
問
題
な

ど
、
若
い
農
業
者
の
育
成
を
図

る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
も
検
討
し

て
い
る
。
昨
年
、
農
業
青
壮
年

会
議
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
被
災
地
へ
、
万
円
を
寄
付

す
る
な
ど
、
艇
業
を
通
じ
て
広

く
社
会
に
も
貢
献
。
今
後
、

〃
生
産
地
即
消
費
地
″
の
利
点

を
生
か
し
た
「
あ
び
こ
型
都
市

賎
業
を
迩
進
し
て
い
き
た
い
」

と
キ
ッ
パ
リ
。

蛤
歳
。

存
じ
で
す

い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

そ
の
一
‘
方
で
、
軽
油
を
は
じ
め
、

生
活
必
需
品
と
も
い
え
る
灯
油
の

価
格
が
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
下
落

の
し
わ
寄
せ
を
受
け
、
上
が
る
の

で
は
な
い
か
と
い
っ
た
心
配
す
る

声
も
広
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会

で
は
、
今
年
も
手
賀
沼
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
応
募
作
品

の
中
か
ら
優
秀
な
も
の
を
表
彰
す

る
と
と
も
に
、
季
節
に
あ
っ
た
作

品
を
１
９
９
７
年
版
「
手
賀
沼
カ

レ
ン
ダ
ー
」
に
使
用
し
ま
す
の
で

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
テ
ー
マ
手
賀
沼
と
そ
の
周
辺

第11回 じ

手
賀
沼
写
宣
ゴ
ン
ク
ー
ル

、_ノ
1

四
季
お
り
お
り
の
作
品
を
募
集

山
▼
規
格
カ
ラ
ー
４
ツ
切
り
判
で

横
版
ラ
イ
ド
版
も
可
）

▼
募
集
期
間
６
月
３
日
（
月
）
か

ら
詔
日
（
金
）
ま
で

▼
応
募
資
格
市
内
外
在
住
は
問

い
ま
せ
ん

▼
応
募
規
定
①
作
品
は
未
発
表

の
も
の
に
限
り
、
１
人
５
点
ま
で

②
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま

梢
識
者
は
、
日
常
生
活
の
中
で

石
油
製
品
の
価
格
に
目
を
向
け
て
、

価
格
の
動
向
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク

す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消

費
生
活
係
云
（
理
１
１
１
１
内
線

３
８
８

せ
ん
③
作
品
は
応
募
票
（
市
環

境
保
全
課
に
用
意
）
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
撮

影
場
所
、
撮
影
月
日
、
題
名
を

明
記
し
添
付
④
す
べ
て
の
作
品

の
第
一
使
用
権
は
主
催
者
に
帰

属
し
、
手
蛮
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
ほ

か
刊
行
物
に
使
用
し
ま
す
。

▼
応
募
先
。
問
い
合
わ
せ
〒

２
７
０
の
ｕ
我
孫
子
市
我
孫
子

１
８
５
８
市
役
所
環
境
保
全
課

壷
（
蓮
１
１
１
１
内
線
５
６
８

林
の
中
の
小
道
で
、
ニ
ガ
イ
チ

ゴ
の
花
に
出
会
い
ま
し
た
。

あ
、
』

い
ｂ
４
、

？
し @－、〆一●

／~、

’
▼
鞭
種
。
受
験
賓
格
＊
生
活
指

導
員
（
１
名
）
：
・
昭
和
妬
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
高
校
卒

（
２
年
以
上
糖
神
薄
弱
者
の
福
祉

に
従
事
し
た
方
）
、
専
修
学
校
卒

（
社
会
福
祉
の
学
科
を
専
攻
し
た

方
）
、
短
大
卒
以
上
（
社
会
福
祉
、

心
理
学
、
教
育
学
、
社
会
学
の
学

科
を
専
攻
し
た
方
）
＊
技
術
員

（
１
名
）
：
昭
和
型
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
普
通
自
動
車
運
転

免
許
の
査
格
を
有
す
る
男
性

野
山
で
出
会
う
花
は
、
庭
の
花

と
は
違
っ
た
美
し
さ
で
、
人
の
心

を
引
き
つ
け
ま
す
。き

い
ち
ご

ニ
ガ
イ
チ
ゴ
は
木
毎
の
一
種
で

四
月
頃
、
前
年
伸
び
た
枝
に
五
弁

の
白
い
花
を
上
向
き
に
つ
け
ま
す
。

「
木
毎
の
花
の
白
さ
よ
朝
の
雨
」

今
井
不
二
雄

花
が
納
ま
る
と
、
や
が
て
直
径

､一一一一一一一ユ一 一

ニガイチゴ

(ばら科）

▼
受
付
期
間
６
月
５
日
（
水
）
ま

で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
提
出
書
類
①
組
合
所
定
の
峨

員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
（
同
事

務
組
合
に
用
意
②
写
真
羅
４
、

横
３
セ
ン
チ
）
２
枚
③
受
験
責
格

に
係
る
卒
業
証
明
書
（
１
通
）

▼
試
験
日
６
月
８
日
王
）

※
申
し
込
み
等
詳
し
く
は
、
同
組

合
事
務
所
（
柏
市
役
所
第
１
庁
舎

４
階
）
垂
（
“
）
５
２
５
１
へ

ノ

ー
セ
ン
チ
ほ
ど
の
赤
い
実
が
で

き
ま
す
。
実
が
粒
々
の
塊
に
見

え
る
の
は
、
多
く
の
果
実
が
球

状
に
集
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

核
鰯
洲
識
鰯
粥

り
ま
す
。

ニ
ガ
イ
チ
ゴ
に
よ
く
似
た
木

嘩
に
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
が
あ
り
ま

す
。

こ
ち
ら
は
白
い
花
を
下
向
き

に
つ
け
、
黄
色
に
熟
し
た
果
実

を
食
べ
る
と
大
変
美
味
で
す
。

ニ
ガ
イ
チ
ゴ
の
枝
は
、
白
い

粉
を
ふ
い
た
よ
う
な
色
で
、
細

と
げ

か
い
刺
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

葉
も
表
面
は
淡
い
緑
で
す
が
、

塞
側
は
粉
白
色
で
、
葉
柄
や
葉

脈
上
に
刺
を
つ
け
て
い
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、

’

趣

！
。
！
’
ｌ
ｌ
１
１
’
１
１
１
‐
’
１
１
１
１
１
，
１
ゞ
画

、

一
座
？

ｒ
Ｉ
ｌ
０
心
Ｕ
６
１
Ｉ
ｌ
０
Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
０
０
Ｉ
ｌ
１
，
３
１
，
瓜
』
』曇礎

市
街

化

調
整
区
域

内
の
建
築
制

限

市
内
全
域
は
、
無
秩
序
な
市
造
の
も
の
や
物
澄
・
作
業
小
屋
な
変
更
等
を
す
る
こ
と
は
、
原
則

街
化
を
防
止
し
、
計
画
的
な
市
ど
の
建
築
行
為
と
し
て
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

街
化
を
図
る
た
め
、
「
市
街
化
②
建
築
物
の
建
築
を
目
的
と
し
た
市
街
化
調
整
区
域
内
で
、
違

区
域
」
と
「
市
街
化
調
整
区
域
」
土
地
の
造
成
（
開
発
行
為
）
な
ど
法
な
建
築
行
為
を
行
う
と
、
都

に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
の
行
為
市
計
画
法
に
よ
り
処
分
さ
れ
る

市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
に
ま
た
、
例
外
的
に
一
定
の
要
件
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

お
い
て
は
、
都
市
計
画
法
に
よ
が
整
え
ば
、
許
可
等
を
受
け
て
建
意
く
だ
さ
い
。

り
次
の
行
為
が
制
限
さ
れ
て
い
築
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
も
あ
▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課

ま
す
。
り
ま
す
が
、
許
可
等
を
受
け
た
人
開
発
審
査
係
垂
孟
）
１
１
１
１

①
建
築
物
の
新
築
簡
単
な
柵
以
外
の
方
が
使
用
し
た
り
、
用
途
内
線
５
７
３

５
月
型
日
（
火
）
か

ら
証
日
（
金
）
ま
で

「
家
内
労
働
旬
間
」

Ⅱ
千
葉
労
働
基
準
局
Ⅱ

｜毛為l“､万画3…異堅可十･唾天〃理「~~－

▼
実
施
地
域
＊
旧
ソ

壁
潅
完
＊
閨

＊
樺
太
＊
ア
リ
ュ
ー
シ

ヤ
ン
列
島
＊
パ
ラ
オ
諸

島
＊
フ
ィ
リ
ピ
ン
ほ
か

▼
対
象
戦
没
者
の
進

族
で
、
汚
歳
以
下
の
健

康
な
方

※
申
し
込
み
方
法
等
詳

し
く
は
、
県
社
会
部
厚

生
課
壷
０
４
３
（
２
２

３
）
２
３
４
６
へ

４
ヴ
惨
Ｆ
巳
３
１
Ｆ
■
ｈ
■
Ｒ
ｌ
Ｊ
．
ｒ
価
口
町

甲
部
地
区
総
合
開

粉
組
合
職
員
募
集
↓

東
葛

発
事
ゞ

民俗文化財講座
受講生を募集

鯵日時・内容下表参照

シ場所中央公民館（受講無料）

シ定員いずれも先着30名

レ申し込み・問い合わせ電話で教

育委員会市史編さん室壷(85)1151へ

日程

5月24日(金）

6月7日(金）

6月21日(金）

7月5日(金）

7月19日(金）

8月2日(金）

時間

い
ず
れ
も

午
後
１
時
調
分
か
ら

内容

(統）

相馬霊場（①

～③について

地蔵信仰と民俗

河童の話

山の民のこと

購師

（
市
史
編
集
委
貝
）

関
忠
夫
一
井
上
正
敏
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松本
惨日時．場所6月2日(日)午後し日時・場所毎月第1．3水曜

1時開演、湖北地区公民館日午前10時から正午、中央公民館

久
一
‐
‐
‐
？
｜

Ｉ

＝

ー

少 入場料無料シ内容高齢者福祉の現状や施設

戸出演湯川和雄（東京都交響楽の見学、寝たきりにならない工夫、
『

団主席フルート奏者）ほか相続・遺言等の基礎学習

四

阿
１
割

P
簿

惨問い合わせ山下盆(88)1673催募集人員先着15名
Ｋ

惨参加費年間1000円

レ申し込み・問い合わせ電話で

伝日時5月26日(日)午前11時か中央公民館壷(82)0515へ

ら午後2時（雨天実施）

伝内容模擬店、ジャズ演奏ほか

惨場所・問い合わせ新木近隣セ一人暮らしの高齢者の方にお弁

’
平成8年5月1日現在＊人口125,521人(前月比十629人）

＊男62,795人＊女62,726人＊世帯数43,459世帯

ンター冠(88)2010当を配達していただける運転手と印鑑登録証の磁気カートミヘの切

配食員を募集します。り替え及び発行を日曜日にも行い

似勤務毎週月曜日から金曜日まず。平日に手続きができない方

伝日時・場所5月17日(金)午後（都合の良い曜日を選択可）午後は、この機会を利用し、手続きす

回 国 画回 ’1時30分、保健センター4時から6時るようお願いします。

医曰時5月30日(木)、6月28日し対象リウマチで悩んでいる方、伝黄金＊運転手･･･時給800円、シ曰時5月19日(日)午前9時か

(金)両日とも午前10時から午後3ご家族にリウマチの患者がいる方＊配食員…時給700円ら午後5時

陵日時5月25日(土)午前9時か時 し内容自助具の紹介桜申し込み・問い合わせ電話で少場所市役所本庁市民課

ら10時各集合場所で受け付け、午し場所市民会館伝参加費200円（会員は100円）社会福祉協議会壷(84)1539へ少問い合わせ市民課容(85)1111

後2時解散（小雨決行）し内容5月「家庭・社会の中の世申し込み・問い合わせ電話で 内線317
みずかど

腰集合場所①JR常磐線北柏駅人間関係」6月「人間は孤立して水門盆(84)5783ヘ

⑬⑤⑨③息南口前（全行程11k,1)､②同我孫子生きられるでしょうか」 修日時5月22日(水)から毎月第

駅南口前（同8km)､③JR成田線シ参加費各月500円 4水曜日午前10時から正午▽市民の方（匿名・中峠）から社

布佐駅南口前（同9km）シ問い合わせ（財)野村生涯教育修日時5月26日(日)午後2時惨場所市民会館（会費無料）会福祉事業基金にと寄付がありま

レゴー ル県立沼南手 賀 の 丘 公 園 セ ン タ ー 矢 野 壷(87)0053し場所根戸小学校体育館※会場使用料のみ参加者負担しだ。

(①～⑧共通）※ゴール後、我孫 し内容雪国介護劇団（元保健婦）し問い合わせ渡辺冠(87)2212▽まごしん愛の募金会様から社会

による介護劇（参加費無料）

国国圖．
子調うきの無料バス運行 福祉事業基金|こと寄付がありまし

た。

▽今村賢之助様（並木）から我孫

子市防犯協議会の収詰今として社

し参加費無料（個人・団体とわ鯵日時6月2日(日)午後1時開惨問い合わせ在宅介護支援セン

ず、小学生以下は保護者同伴）演夕一わらく壷(88)6261

’
陰申し込み当日各集合場所へ戸場所新木近隣センター

陰 問 い合わせ教育委員会体育課伝内容カラオケで懐しのメロデ 自動車税は、原則として4月1会福祉事業基金にと寄付がありま

念(85)1151イーを歌います。少日時 ・場所5月19日(日)午後日現在の登録名義人に課税されました。

|’ ’※当日、出演者を募集しますので凸参加費500円(材料代含む）で発行済みですので、月末までに薄弱者更生施設rみどり園」にと
4

陰日時6月9日(日)から毎週円

曜日午前9時から11時（全5回、

雨天の場合は順延）

惨場所市民体育館テニスコート

鯵対象初心者の方（高校生以上）

伝定員40名（だだし、応募者多

数の場合は抽選）

陵参加費1000円

陵申し込み6月2日(日)午前9

時から9時30分まで市民体育館テ

ニスコートで受け付け。（雨天の

場合は市民体育館内で受け付け）

陰問い合わせ教育委員会体育課

｜壷(開)1151

話で阿部a(88)8046へ シ問い合わせ柏県税事務所a

〔47)1231

医曰時5月31日(金)から6月2

蕊
歌」と短歌作品評、

みぺDらしんいあ

世講師宮地伸一

歌作指導伝問い合わせ伊藤冠(82)3792

画 回回国

■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
！
■
１
１
０
Ⅱ
Ⅱ
１
４
恥
■
■
二
日
■
■
■
０
１
Ⅱ
Ⅱ
１
１

手賀 沼 と 我孫子
都内 ス ケ ッチ展

名、電話番号、自作短歌2首を明時から午後4時（雨天の場合は23

記し、6月7日（金・必着）まで日に順延）

に天王台6－18－2手賀沼アララし場所手賀沼公園多目的広場

ギ短歌会三谷壷(83)1077（ファクシ出店料1区画（間口約3メー

シミリ兼用）へ送付トル）ごと|こ3000円、電気コンセ

ント1個につき1000円

少申し込み・問い合わせ申し込

惨日時・場所5月26日(日)午後み書（市商工会に用意）に必要事

2時、手賀沼親水広場「水の館」項を明記し、出店料を添えて、5

ヶ講師後藤総一郎明治大学教授月23日(木)までに市商工会壷(82）’’ 伝参加費無料3131へ直接持参。

世 入 場料無料仁問い合わせ美しい手賀沼を愛

し問い合わせ我孫子スケッチ会する市民の連合会星野壷(88)0001
宮崎壷(84)6274

｜
’

し日程・場所11月9日(土)から

12日(火)、宮崎県

伝参加資格60歳以上（昭和12年

4月1日以前生まれ）の方

修種目卓球、テニス、ゴルフ、

マラソン、ソフトテニスほか

惨申し込み．問い合わせ5月27

日(月)までに直接高齢者福祉課丑

(85)1111内線310へ

※ねんりんビック’96宮崎の開催

にあわせて､｢長寿社会・私の主張」

をテーマに作文も募集します。詳

しくは(財)長寿社会開発センター

壷03(5470)6753へ

１
１

”心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00
匡曰時5月30日(木)、31日（金）

両日とも午後2時から4時

し場所NEC我孫子事業場

し対象・定員市内在住の方（各

日先着60名まで）

し参加愛無料

し申し込み・問い合わせ電話で、

5月16日(木)から22日(水)午前9

時から午後5時までNEC総務課

望月・渡部垂(85)7021へ（ただし、

土・巳曜日を除く）

ら正午（雨天決行）

し場所古利根沼東端案内板広場
世参加費無料

し問い合わせ古利根の自然を守
つ易こ

る会土子壷(87)2341

画市民会館。市民図書館・鳥の博物館休館
〃市民体育館・つつじ荘・西部福祉センター休館

蕊溌 ＝法律相談＝市民相談室9:30～15:30(電話で予約受付）
画水道料金納入期限＝口座振蓄日
可つつじ荘・西部福祉センター休館

鎮｜

’

’陰曰時5月26日(日)午前10時開

場、10時30分開演

し場所市民会館（入場無料）

シ問い合わせ榎本垂(89)2238

＝‐ー今一点へ･÷二.:．＝二話ニーー壼壼器＝告二二

ロー璽氏エテエ序l天不斗祁緬娠＝u挫派管己
r詮

－

社会教育ゼﾐﾅー ﾙ割0者皿
す
一

』
や
か
ち
や
ん

第19回湖北ﾐﾆｺﾝｻーﾄ
市税納付期限
5月31日（金）は固定安産税．

都市計画税第1期分と嘘自動車

税の納付期限です。忘れずに納

めましよう。なお、口座振替に

すると納め忘れもなく便利です

ので、ぜひご利用ください。

=収税課恐(85)1111＝

ザ．まつり鮴ﾌﾘーﾏーｹｯﾄ

お弁当 配達員
磁気カードへの切り替えを
日曜日にも行います

リウマチ友の会の集い

｢生涯教育勉強会｣参加者

回ｳｵーｸinてがいま

時 事 問 題を語る
r 時 の 話題」会員

霊亀碆壼星覺

懐メロの集い

自動車税は納期内に納付を我孫子洋ラン会
｢洋ラン植え替え栽培講習会」

鵺初心割賦ﾃﾆｽ教室

日曜当番医･1週間の行事
テレホンサービスa(85)1313第7回我孫子市さつき展

講演と作歌研究の集い

Ⅱ⑰木

17金

18土

10⑧

20月

21火

22水

23木

24金

25土

Zoe
■

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(電話で予約受付）
雪市民プラザ休館

毎税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

画市役所閉庁(一部の施設は除く）

画外国人相談＝市民プラザ13:30-15;30

画少年の日

虚日曜当番民＝テレホンサービス可家庭の日
毎休日救急歯科診霞日=休日救急歯科譲貿所(市民会館内)9:M~11:30
画結婚相談＝社会福祉協議会10100～14:00

"心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
可市民会館休館毎市民図書館休館

酉鳥の博物館・つつじ荘・西部福祉センター休館

画人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00
ロ市民プラザ休館

毎市役所閉庁(－部の施設は除く）

壷日曜当番医＝テレホンサービス
軍休日栽急歯科診環日=休日救急歯科診鼠所(市民会館内)9:Ⅱ~11:30

27月

28火

29水

30木

訓金

■◆
、■

第13回あやめまつり
青空市出店者

日程

5月3旧鬮

6月1日出

～3日侭I

6月4日Ⅲ

時間

午後1時
～6時

午前10時～

午攪6時

午前10時～

午後4時

内容

手
賀
沼
、
我
孫
子
と
都

内
の
古
い
建
物
、
風
景

な
ど
の
ス
ケ
ッ
チ
展

場所

市
民
プ
ラ
ザ

記念講演会
｢自然･燗･神一姓のﾌｵー ｸﾛｱ」

第9回全国健康福祉祭
｢ねんりんビック'96宮崎」

｢利桐11河川敷で花を探そう」
第50回古利根ウオッチングNEC我孫子事業場

見学 会参加者

第22回民舞連盟舞踊祭典


